
植物紹介-アーモンド（扁桃） 
 
バラ⽬バラ科 
学名：P. dulcis D. A. Webb (Prunus amygdalus Batsch) 
薬⽤部位：種⼦ 

薬効：⽢扁桃＝⾷⽤ 油原料  

   苦扁桃＝鎮咳 去痰 

産地：⽶国カルフォル⼆ア 地中海地⽅（原産地は中央アジア） 

   →冬暖かく、夏乾燥している気候に適している。 

成分：⻘酸配糖体（amygdalin prunasin）加⽔分解酵素(emulsin) 
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⾼さ3~8m の落葉⼩⾼⽊。3~4⽉に花を咲かせ、7~8⽉に実が成熟する。種⼦には2種類ある。
-⽣薬である苦扁桃（味は苦く、amygdalin, emulsin を含む。）-⾷⽤として⽤いられる⽢扁桃
（味は⽢く、薬⽤成分は含まれない。）また、苦扁桃に含まれる薬⽤成分である⻘酸配糖
体は β グルコシダーゼ型酵素により加⽔分解され、アグリコンからアルデヒドと有毒な⻘
酸 HCN ガスを⽣成するため、⼀定量以上の摂取は中毒症状を起こす可能性があり有害であ
る。 
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